
　暴力団員の不当な行為による被害を未然に防止し、愛知

県民の暴力団排除意識の一層の高揚を図るため、行政機

関、企業、団体や地域・職域の暴力団排除組織の会員をは

じめ、暴力追放推進委員、愛知県暴力追放運動推進センター

の賛助会員等を対象に、令和7年7月3日（木）13時から日

本特殊陶業市民会館フォレストホール（名古屋市中区金山）

において、主催公益財団法人 愛知県暴力追放運動推進セン

ター、後援愛知県警察本部・愛知県弁護士会による「2025

年度暴力追放セミナー」が開催され、当協会からは、支部役

員等47人が参加しました。

　セミナーは公益財団法人 愛知県暴力追放運動推進セン

ター専務理事 舘喜代孝氏の開会のあいさつから始まり、暴力

相談活動、地域・職域における暴力団排除活動の支援、暴

力団による被害者等の保護・救済活動等の同センターの活

動概要の紹介がありました。

　第一部の基調講演は「暴力団及び匿名・流動型犯罪グ

ループの情勢」と題し、講師として愛知県警察本部刑事部組

織犯罪対策局長 金田力氏から講演がありました。

　暴力団情勢では平成27年8月末に六代目山口組が分裂

して神戸山口組が結成され、平成28年4月には兵庫県公安

委員会が神戸山口組を指定暴力団として指定、平成29年4

月には、神戸山口組傘下の一部が任侠山口組の結成を明ら

かにし、平成30年3月、兵庫県公安委員会が任侠山口組（令

和2年2月に絆會と改称）を指定暴力団に指定。さらに、令和

2年7月には池田組が神戸山口組傘下から離脱を表明し、令

和3年11月、岡山県公安委員会が池田組を指定暴力団に指

定。令和6年末現在のそれぞれの暴力団構成員は六代目山

口組が約3,300人、神戸山口組が約120人、池田組が約60

人、絆會が約60人、それぞれ六代目山口組と特定抗争指定

及び警戒区域の指定がなされています。警戒区域内では事務

所の新設、対立組織の組員に対する付きまとい、対立組織の

組員の居宅及び事務所付近のうろつき、多数での集合、両団

体の事務所への立ち入り等の行為が禁止されています。
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2025年度 暴力追放セミナー報告

令和7年7月3日（火）13:00～

日本特殊陶業市民会館フォレストホール
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 山口組分裂抗争の現状 ※暴力団構成員数は、令和 6 年末の数値
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　匿名・流動型犯罪グループ（以下、「匿流」という。）情勢で

は、暴力団は構成員同士が疑似的な血縁関係によって結び

つき、多くの場合、「組長」の統制の下に、地位の上下よって階

層的に構成されており、組織の威力を背景に又は威力を利用

して資金獲得活動を行っています。これに対して匿流では各

種資金獲得により得た収益を吸い上げている中核部分は匿

名化されており、また、SNSや求人サイトを通じるなどして穏

やかに結びついたメンバー同士が役割を細分化させ、その都

度、犯罪実行者募集情報への応募者を末端の実行犯として、

言わば「使い捨て」にするなど、メンバーを入れ替えながら多

様な資源獲得活動を行うため、組織の把握やメンバーの特定

が容易でないという特徴を有しています。警察では多様な資

金獲得活動に着目した取り締まりにより匿流に対して効果的

な打撃を与えるとともに、組織的犯罪処罰法等の積極的な適

用により犯罪収益の剥奪を推進していると説明がありました。

　特別講演は「みかじめ料組長訴訟と消滅時効援用の権利

の濫用」と題して弁護士の檀浦康仁氏から、みかじめ料を取

られたことに対する暴力団員への損害賠償請求について、名

古屋高等裁判所判決で、みかじめ料の徴収行為は一貫した

強固な意志に基づく一連一帯の資金獲得活動であり、ひとつ

の行為であるから、最後のみかじめ料徴収行為の時が、「損

害及び加害者を知った」時であり、消滅時効の援用が、権利

の濫用となると判断され、損害賠償請求が成立するという事

案の紹介がありました。

　第二部では、～寸劇を通して学ぶ 祭礼・イベント等への

暴力団・トクリュウの加入阻止対策～（出演：笑劇派）が演

じられ、寸劇を題材にパネルディスカッションが行われました。

コーディネータは愛知県弁護士会民事介入暴力対策委員会

委員弁護士 三宅結花氏、パネラーは、愛知県警察本部刑事

部第四課暴力団対策室長 深田拓司氏、愛知県弁護士会民事

介入暴力対策委員会委員長弁護士 平田浩一氏、愛知県防災

安全局県民安全課長 長谷昭次氏、名古屋スポーツ市民局市

民生活部地域安全推進課長 藤井章氏、岡崎市経済振興部環

境推進課長 二村和孝氏をお迎えして行われました。

　「アトラクション」は、愛知県警察音楽隊によるバトントワリン

グとマーチングバンドの演奏があり、セミナーは終了しました。
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 暴力団及び匿名・流動型犯罪グループの特徴
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